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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· Bユニットの23号室の暖房を入れると音が出るのは特に故障では無いとの事です。

· ボールの空気入れが修理済みです。破損した場合、又は破損を発見したら直ぐに破損伝表を書いてください。

・2/20（水）嶋本　岩松様外来日となっていますので忘れ物の洗剤を外来へ依頼し渡すようにお願いします。

＜切手使用時の台帳記入について＞

今まで切手使用時の管理がされておらず、使用量等の把握がされていませんでしたが、

今後は台帳に記入していただき、管理を徹底したいと思います。

切手も現金と同等の取扱いが必要ですので、ご協力をお願いいたします。不明な点は

都度医事スタッフへ声かけをお願いいたします。
＜ネームカードの発注について＞

3月にネームカードの発注をする為、現在使用しているネームカードで磁気が弱く使用できない人は庶務まで返信ください。
返信する際は、社員Ｎｏ・職種・氏名（ふりがな）を入力して返信してください。
　期限は2/29（金）までです。
＜患者様連絡事項＞

加賀谷　芙美子様　ヒューマカートＲ１本処方。低血糖時の予測指示が継続となっています。

菅井　浩子様　　　3/15（土）11：00～3/16（日）15：00までの外泊が許可となっています。

倉橋　生子様　　　面談の件でケースワーカーより妹様へ連絡し面談は3/10頃の予定であり面談後、退院について決める予定です。近くなったら末政PSWより連絡・調整予定です。

駒木　洋士様　　　明日の外泊帰院時、自室からスリッパを持ち迎えに行ってください。

　　　　　　　　　自己服薬のセットをしてもらって下さい。

長野　房子様　　　本日から外泊しています。母様へ退院希望ある事情報提供しています。

　　　　　　　　　黒いポーチをスタッフオフィスへ預かったとの事ですが、見当たらず

　　　　　　　　　21日の外泊帰院時ご家族へ確認して下さい。

成田　賀枝様　　　本日、右肩痛みあり、あらい整形受診しメチコバール錠（ビタミンB剤（500）7日分処方となっています。右肩痛みありバンド持参しています。使用方法については西Aユニットスタッフオフィスに置いてありますので確認し就床時には外すようにしましょう。

工藤　紘子様　　　昼食・夕食後にトイレにこもる傾向があります。食後30分程は嘔吐がないか様子観察していきましょう。排便状況の観察も行っていきましょう。

＜定期薬変更者＞

　古川　富蔵様　　リスペリドン（１）（精神神経用剤）６Ｔ→４Ｔ（2-2-0）

               　 ジプレキサ（10）（精神神経用剤）１Ｔ→２Ｔ（0-0-2）　　3×ndE

　　　　　　　　　「体に爆弾が入っている。」などの体感異常あり観察していきましょう。

  倉橋　生子様　　ソラナックス（0.4）（抗不安薬）3T　　　　　　　　　3×ndE

　　　　　　　　　過敏性、不安、イライラあり、観察していきましょう。

  市川　真紀子様　セロクエル（100）（精神神経用剤）3T→2T　１×vds

　　　　　　　　　エビリファイ（6）（精神神経用剤）5T→3T　１×vds

　　　　　　　　　日中の眠気あり薬剤調整となっていますが、夜間就床時間遅い為声掛けし早めに就床してもらいましょう。

田端　テル様　　メイラックス（１）（抗不安薬）１T→パキシル（10）（抗不安薬）

１T１×ndE

　　　　　　　　　うつ傾向あり、観察していきましょう。

  長野　房子様　　リスペリドン（１）（精神神経用剤）４T→3T（1-2）２×ndE(朝・夕)

＜皮膚科診察＞

寺地　利代子様　春本　司郎様　平　勝利様　清水　進様　八森　正様

中村　マス様　巴　勇樹様

全身掻痒感継続していることから、タベジール（抗ヒスタミン剤）継続処方。引き続き皮膚状況の観察・軟膏処置行っていきましょう。

　

＜SST評価・検討＞

Ａユニット　田端テル様一人で行っています。肩や腰の痛みを訴える事あります。今週は痛みが続き会話をあまり持てなかったと振り返っています。来週は調子がよかったらたくさん会話をしたいと話されています。

　Ａグループ　全体的に集中して取り組む事出来ており笑いもあります。出河様より「他患者様から物を盗られることで困っている」とあり患者様皆さんで話し合い「鍵のかかるチェストに入れる」「すぐにスタッフへ話す」等意見が出ています。

　　　　　　　→SSTではスタッフに話すことができていますが実際の生活の場でも場面設定していく必要性を感じました。

　Ｂグループ　積極的な発言に乏しいが全員がロールプレイを実施することができました。豊川様が市川様の話しかけにつまる場面がありますが自然に会話につなげることができています。

　Ｃグループ　全員の患者様がロールプレイに参加されています。大久保　敏彦様が挨拶し「煙草１本お願いします」とパスや拒否なくロールプレイに参加され評価しています。

　Ｄグループ　目標の確認では覚えている方がほとんどでした。中川原様が体調不良を訴え途中退席しています。

　Ｅグループ　全員参加することができています。集団の場に参加できていることを評価しましょう。静かな雰囲気で行っています。

→今後、カンファレンスの場でSSTの対象者についても検討していきましょう。

　（患者様のグループ・レベル・評価等について）

